
審議会情報シート

	審議会名
	下京区西部エリアの活性化を目指す検討会議

	担当課
	総合企画局政策企画室

	審議会設置の目的
	「はばたけ未来へ！ 京プラン実施計画」に基づき，下京区西部エリア内の企業，事業者，大学，地域住民等が地域のポテンシャルや活性化のアイディアについて十分に検討するとともに，これらの取組を通じて地域活性化の機運の醸成を図り，地域の将来像を構想する最初のステップとするため。

	任期中の会議の回数
	年間５回，任期中１５回程度

	委員数
	全委員数２３名（男性２２名，女性１名）

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

■未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）

■公募しない

（公募しない理由　エリアの活性化に向けた第一歩として，まずはエリアの関係者を中心とした議論の場づくりと機運の醸成から始めることとしており，地域住民として自治連合会長に参画していただくが，委員の公募は行っていない。ただし，検討会議の参画団体は固定していないことから，検討会議の議論の状況により，メンバーを追加することとしている。）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	■公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	京都会館賑わいスペース事業プラン作成者選定員会

	担当課
	文化市民局文化芸術企画課

	審議会設置の目的
	京都会館の再整備において会議棟等を賑わい施設として活用するに当たり，その事業プランの作成者を選定するため。

	任期中の会議の回数
	年間２回，任期中２回

	委員数
	全委員数５名（男性３名，女性２名）

	女性の登用率の達成
	■達成（３５％以上）

□未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
■公募しない

（公募しない理由　プラン作成者及び施設事業者との利害関係の有無の確認が困難なため）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	□公開する　　　　　　■公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　■法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　■審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	京都市中央斎場のあり方検討委員会

	担当課
	保健福祉局保健衛生推進室生活衛生課

	審議会設置の目的
	中央斎場の現状及び将来予測に基づき想定される課題を踏まえ，今後の中央斎場のあり方を検討することを目的とする

	任期中の会議の回数
	年間　６回，任期中　６回＜予定＞

	委員数
	全委員数１０名（男性７名，女性３名）予定

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

☑未達成（３５％未満）

	委員の公募
	☑公募する　（２人）
□公募しない

（公募しない理由　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の役割
	学識経験者や関係団体とは異なる視点から，中央斎場の利用者の立場から市民の率直な意見を反映させるため

	公募の条件
	具体的に

（市内に居住／年齢18歳以上／国籍を問わないが日本語が理解できる方／議員及び常勤の公務でない方／平日の日中に開催される委員会に出席できる方）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	☑広報発表を行う

☑市民参加カレンダーに掲載する

☑審議会等総括情報ページに掲載する

☑市民しんぶんに掲載する

☑チラシを配布する

　配布先

　　☑市役所　　☑区役所・支所　　☑市立図書館

　　☑その他本市施設

（具体的に　深草墓園，衛生環境研究所，家庭動物相談所，

　　市民活動総合センター，男女共同参画センター）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	☑選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　①課題に沿った建設的な内容であるか，②市民を代表するに相応しい公正な内容であるか，③委員会の一員としてさまざまな議論を行う熱意と責任感があるか）

	応募方法
	☑書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　☑市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	☑実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　☑実施しない

	審議会の公開
	☑公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	☑公表している　　　　　□公表していない

☑広報発表を行う

☑市民参加カレンダーに掲載する

☑審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	環境配慮建築顕彰選定委員会（仮称）

	担当課
	都市計画局建築指導部建築指導課

	審議会設置の目的
	京都の環境に配慮された建築物として優れたものを顕彰するにあたり，その対象を選定するために学識者の知見を求める。

	任期中の会議の回数
	年間　２回，任期中　２回

	委員数
	全委員数　６名（男性４名，女性２名）

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

■未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
■公募しない

（公募しない理由　　委員には環境配慮建築物に関する知識及び経験を有する者で，顕彰対象との利害関係の無い者が適当であるため，「木の文化を大切にするまち・京都」市民会議の，京都環境配慮建築物（CASBEE京都）検討プロジェクト会議の委員を中心に，同市民会議の3つのプロジェクトの委員の中から，学識者等を選任する　）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	□公開する　　　　　　■公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　■審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	□公表している　　　　　■公表していない

□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	上記以外に工夫をされている場合は記入してください。


審議会情報シート

	審議会名
	京都市における道路構造の技術的基準検討委員会

	担当課
	建設局建設企画部監理検査課

	審議会設置の目的
	京都市道路構造条例（仮称）を制定するにあたり，条例に定める技術的基準について検討する。

	任期中の会議の回数
	年間　　回，任期中　３～４回

	委員数
	全委員数　６名（男性４名，女性２名）

	女性の登用率の達成
	□達成（３５％以上）

■未達成（３５％未満）

	委員の公募
	□公募する　（　　　人）
■公募しない

（公募しない理由　　別紙のとおり　　）

	市民公募委員の役割
	

	公募の条件
	具体的に

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外国籍市民も応募できることを募集チラシ等に記載する。

	募集方法の工夫
	□広報発表を行う

□市民参加カレンダーに掲載する

□審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	市民公募委員の選考基準
	□選考の基準を設ける　　□選考基準を設けない

（基準の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募方法
	□書面の提出のみ　　　□書面の提出と面接

□その他

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	選考に当たっての第三者の関与
	□第三者の関与あり　　□市職員のみ

	市民公募委員への事前のレクチャー
	□実施する　　　　　　□実施しない

	市民公募委員の顔合わせ
	□実施する　　　　　　□実施しない

	審議会の公開
	■公開する　　　　　　□公開しない

□一部非公開とする

公開しない理由，一部非公開とする理由

　□個人のプライバシーに関する情報

　□法人等の事業活動に関する情報

□任意提供情報　　　□公共の安全，秩序の維持情報

　□審議，検討，協議情報　　□事務又は事業遂行情報

　□法令秘等情報

　□法令等により非公開とされている審議会

	審議会の開催情報の公表

※公開，非公開に関わらず公表してください。
	■公表している（予定）　　　　　□公表していない

■広報発表を行う

■市民参加カレンダーに掲載する

■審議会等総括情報ページに掲載する

□市民しんぶんに掲載する

□チラシを配布する

　配布先

　　□市役所　　□区役所・支所　　□市立図書館

　　□その他本市施設

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　□駅　　□大学等の学校　　

　　□本市以外の施設等

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他の手法で周知する

　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	審議会に市民参加を進めるためのその他の工夫
	・ＨＰで検討プロセスを公開し，市民意見を取り込む。

・パブリックコメントを実施する。

（別紙参照）


当該検討員会では，本市が管理する府道及び市道の道路構造の技術的基準に係る条例の制定に際し，道路管理者として，これまで蓄積してきた経験や実績を基に，すでに抽出した技術的課題に対する検討を行うこととしており，課題に対し，その問題点を的確に把握し，課題解決のため最適な意見を発信する方を委員として，学識経験者，関係団体，本市技術職員から人数を絞り選定し，詰めた議論を行っていきたいと考えているため市民公募は行わない。

ただし，委員会での検討状況や議論の内容については，委員会開催後，直ちに京都市情報館に掲載し，メール等によって議事内容等に関する意見を受ける期間を設け，受けた意見は，次回の委員会で検討するうえでの参考意見として共有することとし，検討プロセスを積極的に公開する。
また，検討が進んだ段階で，パブリックコメントを実施し，広く市民意見を募る予定である。
資料８
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